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39. 和田尚子，内 博史，古江増隆. 第 36回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会．



binimetinibが原因と考えられた漿液性網膜剥離(SRD)の 3例．2019/5/24-25 神

戸． 

40. 和田尚子，内 博史，古江増隆．第 118回日本科学会総会．趾端型メラノーマ

(ALM)21例に対する新規治療成績のまとめ.  2019/6/6-6/9，名古屋． 

41. 和田尚子，内 博史，古江増隆．第 71回日本皮膚科学会西部支部学術大会．免

疫チェックポイント阻害薬中止後も CR を維持できたメラノーマ 8 例． 2019/9/7-8. 

高知． 

42. 和田尚子，内 博史，膳所菜保子，古江増隆．第 34 回日本皮膚外科学会総会・

学術集会．右鼠径に発生した endometriosisの 4例． 2019/9/28-29. 宇都宮． 

43. 和田尚子，内 博史，古江増隆．第 83 回日本皮膚科学会東京東部支部合同学

術大会．太田母斑から発生したと考えられた melanoma の 1 例． 2019/11/16-17. 

東京． 

44. 小田真理、呉竹景介、竹内聡. 日本皮膚科学会第 388回福岡地方会 、サルコイ

ドーシスの１例. 2019/3/10福岡市 

45. 小田真理、呉竹景介、竹内聡. 第 71回日本皮膚科学会西部支部学術大会補体

沈着性の血管炎を併発した梅毒の１例.  2019/9/7、高知市 

46. 増田亜希子、河津宗太郎、原田佳代、占部和敬．日本皮膚科学会第 388

回福岡地方会 、多発性粉瘤が上肢に限局した 1例． 2019/3/10福岡市 

47. 陣内駿一、平野湧一郎、菅原洋平、小林和馬、山﨑直也、浜本隆二、第 1 回 日

本メディカルAI学会学術集会、褐～黒色調皮膚病変画像の判定システムの開発、 

2019/1/25-26 国立がん研究センター研究所 

48. 陣内駿一、名嘉眞健太、筒井啓太、 水田栄樹、武藤雄介、中野英司、並川健二

郎、高橋聡、山﨑直也  第 35回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会、当科での皮

膚悪性腫瘍手術の周術期抗菌薬の使用状況、術後感染症の発生頻度について 

2019/5/24-5 神戸 

49. 陣内駿一、平野湧一郎、菅原洋平、小林和馬、山﨑直也、浜本隆二、 第 118 回 

日本皮膚科学会総会  褐～黒色調皮膚病変画像の判定システムの開発  

2019/6/6 名古屋 

50. 陣内駿一、平野湧一郎、菅原洋平、山﨑直也、浜本隆二、 第 70回日本

皮膚科学会中部支部学術大会、 ホクロに関して行ったインターネットアン

ケート調査、2019/10/5-6、金沢市 

51. 陣内駿一、山﨑直也、筒井啓太、名嘉眞健太、水田栄樹、武藤雄介、緒方

大、並川健二郎、高橋聡、第 21回 SNNS研究会学術集会 当院において

異所性にセンチネルリンパ節を認めた悪性黒色腫の症例 2019/10/18仙台 



52. 陣内駿一、平野湧一郎、菅原洋平、山﨑直也、浜本隆二、  第 83回日本皮膚

科学会東京・東部支部合同学術大会、 人工知能を用いた皮膚腫瘍の予測シス

テムの開発とエンドポイントの設定について 2019/11/16-17東京 

53. 隈有希、一木稔生、伊東孝通、中原真希子、桐生美麿、古江増隆、第 391

回福岡地方会、Trichoblastomaの１例. 2019/11/23 福岡 

54. 小糸 理紗, 一木 稔生, 幸田 太. 第 390回福岡地方会.  Fibrous 

hamartoma of infancy の一例 2019/9/15 北九州市 

55. 濱﨑友佳、 佐竹真緒、挽地史織、小糸理紗、幸田太、 第７１回日本皮膚

科学会西部支部学術大会、当科で経験した小児におけるマムシ咬傷の検

討、2019/9/7 

56. 末永亜紗子、江藤綾桂、中原真希子、吉田舞子、辻学、中原剛士、古江増

隆、田邉美香、第 391回福岡地方会. 頬部紅斑より診断しえた IgG4関連

疾患の 1例 2019/11/23 福岡. 

57. 與語晶子、今村桜子、原田佳代、占部和敬．第 71回日本皮膚科学会西部支部

学術大会、ソルコーテフによるアナフィラキシーショックの 1例．2019/9/7、高知市 

58. 挽地史織，佐竹真緒，小糸理紗，濱崎友佳，幸田太．第 391 回福岡地方会，二

次性の好酸球性肺炎を併発した水疱性類天疱瘡の 1例． 2019/11/23，福岡市 

59. 挽地史織，独孤龍，小糸理紗，森岡友佳，幸田太．第 391 回福岡地方会，異型

線維黄色腫 atypical fibloxanthoma(AFX)の 1例． 2019/11/23，福岡市 

60. 横手銀珠、古賀哲也. 第 391回福岡地方会、Granular cell tumorの 2例. 

2019/11/23 福岡 

61. 矢野温子、臨床皮膚科学会総会、Nodular cystic basal cell carcinoma の 2 例、

2019/4 松山 

62. 矢野温子、第 391 回福岡地方会、2013年 1 月から 2019年 9月までの当院入院

患者における疥癬 78症例(75名)についての検討、2019/11/23 福岡市 

63. 佐藤清象、第 388 回皮膚科学会福岡地方会、高齢者の頭頂部に生じた atypical 

fibroxanthomaの 1例、2019/3/10、福岡市 

64. 佐藤清象、第 388回皮膚科学会福岡地方会、Indeterminate cell histiocytosisの 1

例、2019/7/7、久留米市 

65. 仲本すみれ，井上寛子，古江増隆．第 84 回佐賀地方会、当院でのアトピー性皮

膚炎に対するデュピルマブの使用経験． 2019/5/12，佐賀 

66. 仲本 すみれ，大野 麻衣子，佐藤 友紀，伊東 孝通，辻 学，山田 裕一，隈 

有希，一木 稔生，古江 増隆．第 83 回日本皮膚科学会東京・東部支部学術大

会、乳房に生じた spiradenomaの 1例． 2019/11/16，東京 

67. 独孤龍、井手豪俊、大野麻衣子、伊東孝通、三苫千景、内博史、古江増隆．日本

皮膚科学会第 389 回福岡地方会左膝蓋部に生じた Glomus tumor の 1 例． 



2019/07/07, 久留米市 

68. 佐竹真緒、工藤恭子、小野山さがの、古野憲司、古江増隆．第 1 回日本アレルギ

ー学会九州・沖縄支部地方会．IVIG（献血ポリグロビン N®）で DIHS（薬剤過敏

症症候群）に至った小児例． 2019/2/16 福岡市 

69. 佐竹真緒、挽地史織、濱﨑友佳、小糸理紗、幸田太．第 391 回福岡地方会．脂

肪腫を思わせたマンソン弧虫症の 1例． 2019/11/23 福岡市 

70. 今村桜子、與語晶子、原田佳代、占部和敬．日本皮膚科学会第 389回福岡地方

会 エクリン系付属器腫瘍の 2例． 2019/7/7、久留米市 

71. 今村桜子、與語晶子、原田佳代、占部和敬、第 391回福岡地方会 急性膵

炎を伴ったアナフィラキシーショックの 1例．2019/11/23福岡市  

72. 今村桜子、與語晶子、原田佳代、占部和敬．第 390回福岡地方会 プロカ

ルシトニン、プレセプシン上昇を伴った Sweet病の 1例．日本皮膚科学会

2019/9/15、北九州市 

73. 呉竹景介、小田真理、竹内聡. 第 1 回日本アレルギー学会 九州・沖縄アレルギ

ー地方会、花粉・食物アレルギー症候群としての豆乳アレルギーと考えられた一

例. 2019/2/16福岡市 

74. 呉竹景介、小田真理、松山友美、佐竹真理恵、竹内聡. 日本皮膚科学会第 388

回福岡地方会、右上肢の運動神経麻痺を合併した帯状疱疹の 1 例、2019/3/10

福岡市 

75. 呉竹景介、小田真理、竹内聡. 日本皮膚科学会第 389回福岡地方会, 口唇ヘル

ペスを契機にMRSAによる敗血症性肺塞栓症を発症した 1例. 2019/7/7、久留米

市 

76. 佐竹真緒、工藤恭子、久保亮治、古江増隆．第 118 回日本皮膚科学会総会．

Conradi-Hünerman-Happle syndromeの一例． 2019/6/6-6/9 名古屋 

77. 古江和久, 伊東孝通, 古江増隆. 第 118回日本皮膚科学会総会. 多毛を伴った

eosinophilic panniculitisの 1例. 2019/6/6-9 名古屋市 

78. 古江和久, 伊東孝通, 辻学, 中原剛士，古江増隆. 第 34回日本乾癬学会学術

大会. In vitro Koebner modelからみた乾癬関連 cyto/chemokineの重要性につい

て. 2019/8/30-31 京都市 

79. 古江和久, 伊東孝通, 辻学, 古江増隆. 第 71回日本皮膚科学会西部支部学術

大会. 表皮細胞の掻破と局所免疫応答―多分子解析についてー. 2019/9/7-8 

高知市 

80. 古江和久、伊東孝通、江崎仁一、辻学、中原真希子、中原剛士、古江増隆、第

49 回日本皮膚免疫アレルギー学会総会学術大会. アトピー性皮膚炎における

Th17細胞浸潤の新しい視点. 2019/11/29-12/1 横浜市 

81. 井上慶一、小田真理、竹内聡. 第 391 回福岡地方会、セクキヌマブからブロダル



マブへのスイッチが奏功した難治性膿疱性乾癬の一例. 2019/11/23 福岡市 

82. 田中由香、内博史、古江増隆、第 15 回加齢皮膚医学研究会、Cinnamaldehyde

による光老化の抑制、2019/3/9、熊本 

83. 前原恵里子、藤本雷、執行彩希、坂本幸子、川崎英史、白井洋彦、片岡葉子（大

阪はびきの医療センター）．第 476回 日本皮膚科学会大阪地方会、シタフロキ

サシンによる光線性白斑黒皮症．2019/12/7、 大阪 

84. 浜野 翔，西間 大祐，松崎 寛司，佐竹 真緒，工藤 恭子，柳田 憲一，手塚 純

一郎．第 68回日本アレルギー学会学術大会，マクロゴールアレルギーによりアナ

フィラキシーを繰り返した 3歳男児例． 2019/6/14-16，東京 

 

 

 その他（講演会、ラジオ、テレビ出演など） 

1. 占部和敬．歯科におけるアレルギー．第 31 回九州医療センター歯科講演会 

2019/12/10福岡市 

2. 竹内聡. 皮膚の基本的な構造と水疱を作る皮膚疾患. 浜の町病院看護師勉強

会 2019/1/24 福岡市 

3. 竹内聡. 湿疹、蕁麻疹、かゆみと抗ヒスタミン薬. 第 38 回日本臨床皮膚科医会

大分支部 学術大会 2019/2/19 大分市 

4. 竹内聡. 効く？効かない？抗ヒスタミン薬と皮膚のかゆみ. アレルギーUpdateセミ

ナーin九州 2019/3/3 福岡市 

5. 竹内聡 アトピー性皮膚炎の治し方 浜の町病院市民公開講座 2019/5/27福岡市 

6. 竹内聡 皮膚のかゆみと抗ヒスタミン薬 大隅地区学術講演会 2019/6/27 鹿屋

市 

7. 竹内聡 アトピー性皮膚炎のかゆみと治療の Up-to-date. 福岡市勤務医内科医

会・内科医会合同学術講演会 2019/9/28 福岡市 

8. 内 博史．COLUMBUS試験など．ノバルティスメディカルアドバイザリー会議．

2019/1/20．東京 

9. 内 博史．悪性黒色腫の診断と治療．マルホ社内研修会．2019/1/30．福岡 

10. 内 博史．BRAF遺伝子変異陽性悪性黒色腫の治療．小野薬品社内研修会．

2019/2/18．福岡 

11. 内 博史．悪性黒色腫に対する術後補助療法の意義と進歩．小野薬品ウェブセ

ミナー．2019/3/13．福岡 

12. 内 博史．皮膚がんについて．済生会嘉穂病院第 5回市民公開健康セミナー 

2019/3/23．福岡 

13. 内 博史 . 高齢化に伴い増加傾向「悪性黒色腫」（メラノーマ） . 読売新聞．

2019/5/31 



14. 内 博史. 知っておきたい！皮膚がんの原因「光老化」と「紫外線」．朝日新聞．

2019/7/17 

15. 内 博史．新時代のメラノーマ治療戦略 part1．第5回皮膚関連診療研究会. 

2019/7/18．福岡 

16. 内 博史．キイトルーダの臨床的有用性と3週間間隔投与マネージメントのポイン

ト．MSDウェブセミナー．2019/7/30．福岡 

17. 内 博史. 悪性黒色腫の最新の治療. 長崎県皮膚腫瘍カンファランス．

2019/9/5．長崎 

18. 内 博史. 紫外線と皮膚がん 九州がんセンター健康フェスタ’19 2019/10/12 福

岡 

19. 内 博史．新時代のメラノーマ治療戦略 part2．第6回皮膚関連診療研究会. 

2019/10/17．福岡 

20. 内 博史. 悪性黒色腫治療アルゴリズムのアップデート．Melanoma Specialist 

Conference. 2019/11/2．東京 

21. 内 博史．血管肉腫．皮膚オンコロジー若手育成セミナー2019．2019/11/3．滋賀 

22. 内 博史. メラノーマ進行期の最新治療ストラテジー．Melanoma Expert 

Meeting．2019/11/9．東京 

23. 内 博史. オプジーボ術後補助療法. Melanoma Immuno-Oncology Seminar. 

2019/11/30．東京 

24. 中原剛士、疾病負荷・治療満足度から考えるアトピー性皮膚炎治療の現状と今

後の展望、難治性アトピー性皮膚炎勉強会、2019/1/18、 東京 

25. 中原剛士、アトピー性皮膚炎の最近の話題、第 27回九州アレルギー講習会 

2019  2019/2/17,福岡 

26. 中原剛士、アトピー性皮膚炎治療のこれまでとこれから―より病態に即した治療

の時代へー、第 1回北部九州若手医師炎症性皮膚疾患研究会 2019/2/24 

27. 中原剛士、患者視点と医師・患者間コミュニケーションから考えるアトピー性皮膚

炎診療、AD WEBLive 2019/2/25 

28. 中原剛士、蕁麻疹診療ガイドライン 2018 －行動指針集としてのガイドラインを使

いこなそう－、京都皮膚科医会学術講演会 2019/2/28 京都 

29. 中原剛士、アトピー性皮膚炎における適切な保湿と抗炎症外用療法、佐賀県小

児科医会学術講演会 2019/3/12 佐賀 

30. 中原剛士、知っておきたい 2つのガイドラインの改定ポイント、～蕁麻疹およびア

トピー性皮膚炎～、Taiho Web Lecture for Allergy 2019/3/15 

31. 中原剛士、疾病負荷・治療満足度から考えるこれからのアトピー性皮膚炎治療 

－新規治療 Dupilumabの可能性—、第 2回アトピー性皮膚炎病診連携会 

2019/4/3 東京 



32. 中原剛士、アトピー性皮膚炎治療のこれまでとこれから ―患者視点から考える

アトピー性皮膚炎治療の新時代―、第 2回和歌山県アトピー性皮膚炎治療研究

会 2019/4/13、和歌山 

33. 中原剛士、アトピー性皮膚炎・蕁麻疹診療ガイドライン 2018 -改訂のポイントと抗

ヒスタミン薬の位置づけ-、Dermatology Seminar in Nagoya 2019/5/23、名古屋 

34. 中原剛士、アトピー性皮膚炎治療のこれまでとこれから ―患者視点から考える

アトピー性皮膚炎治療の新時代―、デュピクセント発売 1周年記念講演会 

2019/6/12、岡山 

35. 中原剛士、アトピー性皮膚炎との共通点から考える乾癬の病態と治療ターゲット、

九州乾癬 web講演会 2019/6/19 

36. 中原剛士、患者視点から考えるアトピー性皮膚炎治療とその評価、デュピクセント

発売 1周年記念講演会 2019/6/29、福岡 

37. 中原剛士、スキリージのベストユースを考える、令和の乾癬治療を考える会 

2019/7/13 

38. 中原剛士、知っておきたい 2 つのガイドラインの改訂ポイント ～アトピー性皮膚

炎と蕁麻疹～、第 3回道北アレルギー懇話会、2019/7/19、北海道 

39. 中原剛士、アトピー性皮膚炎患者の治療満足度 TSQM-9による評価、第 18回

皮膚科 EBMフォーラム、2019/8/3、東京  

40. 中原剛士、アトピー性皮膚炎診療ガイドライン 2018におけるプロトピック軟膏の

位置づけ、マルホ プロトピックセミナー  –発売 20周年-、2019/8/4、大阪 

41. 中原剛士、UCTによる慢性蕁麻疹コントロールの適切な評価とオマリズマブ導入

のタイミング、千葉県蕁麻疹治療を考える会、2019/8/28、千葉 

42. 中原剛士、皮膚疾患に対する抗ヒスタミン薬の使い方 －ガイドラインからみえて

くるその位置づけ－、抗ヒスタミン剤の使い方を考える会、2019/9/10、福岡 

43. 中原剛士、アトピー性皮膚炎の適切な抗炎症外用療法と保湿スキンケア、第 508

回 西部小児科臨床懇話会 2019/9/11 

44. 中原剛士、アトピー性皮膚炎治療におけるデュピルマブの位置づけとその使用

経験、Asthma Forum in Kyushu、福岡 2019/9/14 

45. 中原剛士、アトピー性皮膚炎の適切な抗炎症外用療法と保湿スキンケア、千葉

県病院薬剤師会印旛支部・印旛郡市薬剤師会 合同研修会 2019/9/19、千葉 

46. 中原剛士、九州大学病院の紹介システムと関連病院について、第 2回福岡病診

連携セミナー、2019/10/16、福岡 

47. 中原剛士、アトピー性皮膚炎治療の現状と課題、今後の展望 ―治療新時代に

おける病診連携の意義も含めてー、第 1回福岡県アトピー性皮膚炎治療研究会 

2019/10/23、福岡 

48. 中原剛士、アトピー性皮膚炎治療におけるデュピルマブの位置づけとその使用



経験、香川県皮膚科懇話会 高松赤十字病院研修センター 2019/11/14、香川 

49. 中原剛士、アトピー性皮膚炎・蕁麻疹治療の新時代 ー病態理解の進歩とそれ

に基づく新薬の開発ー、ALLERGY MASTERCLASS JAPAN アレルギー学の

進歩 2019/11/24、大阪 

50. 中原剛士、様々な皮膚疾患における外用療法と保湿スキンケア ～アトピー性皮

膚炎から抗がん剤による皮膚障害まで～、福岡地区勤務薬剤師会 第 13回実

務研修会 2019/12/4、福岡 

51. 中原剛士、アトピー性皮膚炎の適切な抗炎症外用療法と保湿スキンケア、第 15

回市川市皮膚科医会地域連携の会、2019/12/5、千葉 

52. 中原剛士、アトピー性皮膚炎治療の新時代を迎えて、皮膚科若手医師のための

アトピーセミナー、2019/12/6 

53. 中原剛士、益田浩司、片岡葉子、佐伯秀久、古江増隆、加藤則人、アトピー性皮

膚炎の疾患評価 HOME VII より、ADVANCE 2019/12/8、大阪 

54. 中原剛士、アトピー性皮膚炎 up-to-date～患者さんとのコミュケーションを考える、

m3 クラリチンMR君コンテンツ 

55. 中原剛士、アトピー性皮膚炎ガイドライン 2018～日常診療にどう役立てるか、m3 

クラリチンMR君コンテンツ 

56. 中原真希子 かゆみのメカニズムと最近のかゆみ研究の進歩 マルホ皮膚科セミ

ナー ラジオ NIKKEI 2019/3/28  

57. 中原真希子, コラージュ スキンケアセミナー in 福岡, アトピー性皮膚炎とスキ

ンケア, 2019/9/28, 福岡 

58. 中原真希子, 皮膚疾患の痒みのメカニズムと痒み対策, 博多区内科会, 

2019/11/12, 福岡 

59. 中原真希子、2019年度 実践漢方看護セミナー 実践編, 漢方概論＋問診、

2019/11/20、福岡 

60. 中原真希子 2019年度 実践漢方看護セミナー 実践編, 脈・舌・腹部診察につ

いて、2019/12/18、福岡 

61. 辻学 Irritated skin, Sensitive skin, Weak skinの病態生理に関する研究 P&G合

同会社 社内講演会 2019/1/22 

62. 辻学 爪白癬、内服か、外用か 科研製薬株式会社 社内講演会 2019/1/23 

63. 辻学 爪白癬、内服か、外用か 福岡大学病院皮膚科 第二回皮膚の科学セミ

ナー 2019/2/6 

64. 辻学 尋常性乾癬におけるインフラマソームの制御機構 Ps Scientific Meeting 

2019/2/23 

65. 辻学 アトピー性皮膚炎の疾患感受性遺伝子 Ovo-like 1 は表皮細胞における

IL-33の産生を調節する 東京皮膚カンファレンス 2019/3/16 



66. 辻学 尋常性乾癬における IL−23 の役割 ―かゆみに注目してー 大鵬薬品株

式会社 社内講演会 2019/4/17 

67. 辻学 尋常性乾癬における皮疹とかゆみの制御機構について ―ルミセフの可

能性ー 協和発酵キリン株式会社 WEBセミナー 2019/4/24 

68. 辻学 尋常性乾癬におけるかゆみの制御機構について ―アプレミラストの可能

性ー セルジーン株式会社 社内講演会 2019/5/14 

69. 辻学 尋常性乾癬における皮疹とかゆみの制御機構について ―ルミセフの可

能性ー 第 21回皮膚科七院会 2019/5/22 

70. 辻学 Dupilmab による顔面皮膚炎の病態について ーなぜ顔だけ残るのかー 

サノフィ株式会社 社内講演会 2019/5/29 

71. 辻学 尋常性乾癬と関節症性乾癬について 膠原病・皮膚科セミナー 

2019/6/25 

72. 辻学、八谷顕子、竹村正規、古江増隆 芳香族炭化水素受容体の活性化によっ

て誘導されるオートファジーについて  令和元年度全国油症治療班会議 

2019/6/27 

73. Tsuji G Skin Barrier Dysfunction and Atopic March DERM x LIVE Hong Kong 

2019/7/6 

74. 辻学 爪白癬の治療について ―内服か外用か― 北九州市皮膚科医学会学

術研修会 小倉, 2019/7/18 

75. 辻学 爪白癬の治療について ―内服か外用か― Nail Disease Conference in 

福山 2019/7/25 

76. 辻学 乾癬の治療における IL-23 の阻害について考える Expert Web Seminar 

名古屋, 2019/7/30 

77. 辻学 白癬と乾癬のつながり ノバルティス株式会社 社内講演会 2019/8/2 

78. 辻学 転写因子 AHR, OVOL1 とアトピー性皮膚炎 第 18 回皮膚科 EBM フォ

ーラム 2019/8/3、東京 

79. 辻学 爪白癬と他疾患との繋がり ―特に乾癬に注目して― 爪白癬の診断と治

療を考える会 2019/8/28 

80. 辻学 紫外線と皮膚がん KBCテレビとっても健康ランド 2019/8/31 

81. 辻学 乾癬における生物学的製剤の選択 ー抗 IL-23 抗体のポジショニングー 

ヤンセン株式会社 社内講演会 2019/9/13 

82. 辻学 爪真菌症のリスクと最近の治療について ー併存疾患と生物学的製剤の

観点からー 内科・整形外科・皮膚科セミナー 2019/9/24 

83. 辻学 アトピー性皮膚炎、顔面の病変を考える  サノフィ社  WEB セミナー 

2019/9/25 



84. 辻学 乾癬の表皮における インフラマソームの制御機構 炎症性皮膚疾患集中

セミナー 2019/9/29 

85. 辻学 大学病院皮膚科での治療 第二回福岡病診連携セミナー 2019/10/16 

86. 辻学 乾癬の病態について LEAD in FUKUOKA 2019/10/26 

87. 辻学 爪白癬の治療について ー内服か外用かー NCS in 室蘭 2019/11/7 

88. 辻学 イキセキズマブによる痒みを伴う乾癬の治療について Taltz WEBセミナー 

2019/12/4 

89. 辻学 IL-17 阻害薬による痒みを伴う乾癬の治療について IL-17A WEB セミナ

ー 2019/12/18 

90. 伊藤絵里子 第 11回福岡地区病院歯科口腔研究会 歯科医療に関連した皮膚

アレルギー検査~パッチテストを中心に～2019/12/14福岡市歯科医師会会館 

91. 工藤恭子．新生児のスキンケア．第 10 回こども病院・連携病院周産期症例検討

会，2019/2/21，福岡 

92. 工藤恭子，聞かれて困らない，こどものスキンケア．Fukuoka Children's Hospital 

Practical Pediatric Seminor 2019，2019/3/3，福岡 

93. 工藤恭子．こども病院でみた皮膚疾患．第 485 回福岡地区小児科医会，

2019/4/24，福岡 

94. 工藤恭子．蕁麻疹の ABC ～蕁麻疹診療ガイドライン 2018～第 318回こども病

院カンファレンス，2019/5/21，福岡 

95. 工藤恭子．表皮水疱症の赤ちゃんの皮膚ケア．難治性皮膚ケア学習会，

2019/6/22，福岡 

96. 工藤恭子．ステロイド外用剤の使い方．こども病院ランチゼミ，2019/9/11，福岡市 

97. 伊東孝通  Interface dermatitis 皮膚病理道場あどばんすと  2019 春の陣 

2019/4/19 東京 

98. 伊東孝通 日本人メラノーマの BRAF変異の実際とマネジメント Novartis 

Melanoma Web Seminar 2019/12/13 東京都 

99. 和田尚子．Ipilimumab+nivolumab 併用療法を行った粘膜メラノーマの 1 例．皮

膚悪性腫瘍研究会．2019/3/2，京都 

100. 和田尚子、がんに関連する皮膚症状．第 30 回がん患者の QOL 推進事業講習

会．2019/12/7，福岡 

101. 挽地史織、膿疱性乾癬に対する生物学的製剤の使用経験．第 7 回 筑豊リウマ

チ研究会．2019/6/20 

102. 挽地史織、乾癬？？？． 第 11回筑豊臨床皮膚研究会．2019/11/15 

103. 佐竹真緒．飯塚病院皮膚科における乾癬性関節炎．第 2 回筑豊 PSA学術講演

会．2019/12/6 飯塚市 

 



学会賞（学会賞、ポスター賞、トラベルアワードなど） 

1. 竹内聡  令和元年度 アトピー性皮膚炎臨床疫学研究奨励賞 

2. 伊東孝通 2019年度 武田科学振興財団 医学系研究助成（がん領域・臨床） 

3. Miake S, Tsuji G, Takemura M, Nakahara T, Furue M. SID/JSID Young Fellow 

Collegiality Award 

4. 伊東裕美子、第 20回ガルデルマ・マルホ研究賞 臨床研究論文賞 

5. Murata M. TSID/JSID Young Fellow Collegiality Awards, 2019 

6. 和田尚子 第 71回日本皮膚科学会西部支部学術大会ポスター賞 

7. 古江和久, 伊東孝通, 辻学, 中原剛士，古江増隆 第 9回 2019年度 日本乾癬

学会「鳥居・帝國乾癬研究奨励賞」 

 


